
 

やまなし「ゼロカーボンシティ」宣言 

～2050 年温室効果ガス排出実質ゼロに向けて～ 

 

 近年、地球温暖化に起因するといわれる気候変動の影響により、世界的に深刻な自

然災害が発生しており、国内においても、これまでに経験したことのない猛暑や豪雨

災害などによる甚大な被害が発生しています。 

 2015 年に合意されたパリ協定では「産業革命前からの平均気温上昇の幅を 2℃未

満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有されました。

2018 年に公表された気候変動に関する政府間パネル（IPCC）報告書では、1.5℃に

抑えるためには、2050 年までに CO2 排出量を実質ゼロとすることが必要だと科学

的に示されました。 

 こうした目標の達成に向け、2009 年に山梨県は全国に先駆けて、2050 年まで

の CO2 排出量の実質ゼロを表明し、その後、2019 年に環境大臣が全国の自治体に

「ゼロカーボンシティ」の呼びかけを行ったことを機に、この動きが広がりを見せ、

2020 年には政府が「2050 年までの温室効果ガス排出実質ゼロ」を宣言しました。 

 本県は日照時間が長く、多くの森林資源やそこから生まれる水資源など豊かな自然

が存在します。私たちは、これまでも、将来にわたり豊かな自然と人とが共生・調和

できるよう、それぞれが気候変動対策に取り組んできましたが、ここに 2050 年ま

での温室効果ガス排出の実質ゼロを共同で宣言し、各自治体の特性を生かしながら、

全県一丸となって今後さらに取り組みを推進します。 
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